
福呂遺跡第 1・ 2次調査

第 1章 1997年度岡山大学構 内遺跡調査報告

第 1節 調査の概要

当センターにおいては大学構内における掘削を伴 う工事に際し,事務局施設部企画課を通 じ

て事務手続きを行った うえで,発掘調査・試掘調査・立会調査にわけて調査を実施している。

これまでのところ,その調査の対象は津島地区と鹿田地区とが中心になっている。特に鹿田

地区は周知の遺跡 (鹿 田遺跡)と して,掘削を伴 う工事に際 し,届 出を提出した上で対応を

行っている。また,津島地区においても,新たな遺跡の確認が進んでいることから,遺跡名称

を「津島岡大遺跡Jと総称 し,届 出の有無にかかわらず ,少 な くとも立会調査を実施 してい

る。今年度は三朝地区で新たに遺跡を発見するに至 り,発掘調査を実施した。遺跡の名称は小

字名をとって「福呂遺跡Jと している。

1997年度は,発掘調査 3件 ,試掘調査 2件 (三朝地区,鹿田地区),立会調査31件 (津島地区

17件 ,鹿田地区 3件 ,三朝地区10件 ,東山地区 1件)を実施 した。そのうち発掘調査・試掘調

査については本章でその概要を述べ,立会調査の詳細については表 1(p16～ 17)に 記す。

第 2節 発掘調査

1 福呂遺跡第 1・ 2次調査 (固体地球研究センター実験研究棟新営工事に伴 う発掘調査 三

朝)

岡山大学三朝地区は鳥取県東伯郡三朝町大字山田に所在する (図 1)。 三朝地区は三朝町を

流れる三徳川の北岸に位置 しており,河岸段丘上に医学部付属病院三朝分院や,固体地球研究

センター研究棟などの主要な施設が建設され ,北側の丘陵上にはリハビリ用散策路が設けられ

ている。今回実験研究棟が新営される地点は,こ の河岸段丘と北側の丘陵の傾斜変換点付近か

ら丘陵裾部にあた り,実験研究棟新営予定地の南側には附属病院三朝分院がある。

a.調査に至る経過

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

では三朝地区において,1989年 5月 に分

布調査を行い,施設内及び周辺区域での

埋蔵文化財の有無を確認する作業を行っ

た (註 1)。 分布調査は地表面の観察の

みであったため,遺跡を確認することは

できなかった。また,敷地内は造成のた
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図 1 福呂遺跡の位置 (星 F口 の地点)
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めの盛土等による改変が著しく,地表面で

の遺跡の確認は困難な状況であった。

1997年度になって ,固体地球研究セン

ターに消いて新営実験研究施設の建築計画

が具体化した。1997年 5月 に新営予定地に

おいて本体建設工事箇所における根伐工事

に立ち会ったところ,弥生土器片を採集す

るに至 り,遺跡の存在する可能性が明らか

となった。また,壁面観察から遺物包含層

を数面確認 し,ま た遺構等も良好に残存 し

ていることが明らかとなったため,遺跡が

存在することを確認 した。すでに,本体工

事部分については,西側の約半分が掘削さ

れていたが,関係機関と協議した結果 ,残

0              50m

図 2 福呂遺跡第 1・ 2次調査地点の位置

存する部分について発掘調査を行 うことになった。また,本体工事以外に施設周辺においても

付随する工事があり,渡 り廊下の基礎及びスロープ部分について発掘調査を行った。

なお,調査にあたっては鳥取県教育委員会 ,三朝町教育委員会に支援を頂いている。

b 調査の経過

調査は遺跡を確認 した翌 日の1997年 5月 10日 から5月 20日 の期間で実験研究棟部分 (A地

点)の調査を行い,そ の後は工事の工程に合わせて付帯工事部分の発掘調査を行った (図 2)。

1997年 7月 28～31日 には既設の研究棟と新営の研究棟を結ぶ渡 り廊下基礎部分 (B地点)につ

いて発掘調査を行った。手続きの関係上,以上の 2期の発掘調査を合わせて第 1次調査として

いる。また,1997年 11月 26日 から12月 5日 まで新営研究棟本体南側のスロープ設置部分 (C地

点)について発掘調査を行った。この期間の発掘調査を第 2次調査 としている。調査は第 1

次,第 2次 ともそれぞれ調査員 2名 が担当した。調査面積は第 1次調査の実験研究棟部分が

244だ ,第 2次調査が120∬ である。

c.調査の成果

(1)地形と層序

遺跡は三朝町を流れる三徳川の北岸に位置 している。遺跡は北から南に山稜がせ り出して形

成される舌状台地の裾部に立地する。調査地点は南側を水路に切られてお り,小段丘状の高ま

りとなっている。北側の山稜には調査地点の北東でやや深い谷が入る。この谷から流入する砂

土による地形の改変は著 しい。現地表の標高は,台地上部の本体工事部分で標高約52m,南側

医学部附属病院
三朝分院

回体地球研究センター棟

-2-



福呂遺跡第 1・ 2次調査

51m

B地点

□

■層註記
al 造成上
2 黒色層 1

3 暗褐色砂層
4 明黄褐色マサ■
5 赤褐色砂嬉
6 黄褐色マサ土
7 黄褐色砂礫層

bl 造成土
2 暗褐色上層
3 黒色層 1

4 責褐色砂層
5 灰黄褐色砂層

cユ  造成上

2 灰色上層

3 黒色層 1

4 茶褐色マサ上

5 累色層 2

6 灰黄褐色砂層

di 遣成上

2 黒色層 よ

3 明茶褐色マサ土

4 明茶禍色砂質■

5 黒色層 2a
6 暗赤褐色■

7 黒色層 2b
8 暗黄褐色マサ土

9 責褐色砂質■

10 纂色層 3

■ 暗赤褐色砂質土

12 暗赤褐色砂礫層

13 灰褐色砂層

断面の位置  _

図 3 土層断面模式図 と断面の位置

0           1m

の斜面下で標高約50mで ある。

層序は,斜面堆積や度重なる山砂等の流入上の影響のため,地点により変化が激 しい。その

ため,以下で示す各地点間における堆積状況は異なっており,層名が同じ場合でも各地点間で

対応していない。ここでは基本的な層序について解説する。

A地点南側 (図 3-c) 第 1層は暗褐色上の造成上である。ブロックゃ炭などを含む近代

の層である。第 2層は上位の黒色層 (以下 ,「黒色層 1」 と略称)であり,中世の遺物を包含す

る。第 3層は明黄褐色マサ土層である。 しまりがなく,崩れやすい。谷からの流入土と考えら

れる。第 4層 は下位の黒色層 (以下 ,「黒色層 2」 と略称)であり,弥生時代の遺物を包含 して

いる。この第 4層 の下位においては,北側で縄文時代早期末の遺物を包含する黄褐色マサ土層

が確認されているが,斜面側ではこの層は収束 している。第 5層は,暗褐色の小砂礫層が堆積

してお り,遺物等を包合 していない。

C地点 (図 3-d)第 1層は暗褐色上の造成上である。ブロックや炭などを含む近代の層で

ある。第 2層は黒色層 1と 呼称する層であり,中 。近世の遺物を包含する。第 3層は明黄褐色

マサ土層である。しまりがなく,崩れやすい。谷からの流入土と考えられる。第 4層は黒色層

2aと 呼称する層であ り,中世の遺物を包含 している。南西側ではこの下に第 5層の赤褐色土

●b

A地点   ●C
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の硬化した面が見られる。この下には

第 6層の黒色層 2b,第 7層の黒色層

2cと 呼称する層が堆積 し,中世から

古代末の時期の遺物が出土している。

南西側の深い部分では,さ らに第 8層

の黒色層 3がみられ ,宋銭が出土して

いることから古代以降の時期に堆積 し

たことがわかる。この層の下部には遺

物等を包含 していない砂礫層が堆積 し

ている。

(2)遺構・遺物

縄文時代早期末の時期の遺構は,A

地点で小型の地床匝 1基 と埋設土器 1

基を検出した (図 4)。 地床炉は直径

が約50clnと 小さいものの,周 囲からは

多量の上器片がつぶれた状態で出土

し,黒躍石の剣片や磨 り石片も出土 し

ている。埋設土器は,ほば完形の深鉢

を直立させてお り,中にサヌカイ ト製

0                               10m

図 4 A地 点縄文時代 早期遺構 平面図

・  黒曜石IJ片
ⅢⅢl地床炉
夕笏坊土器集中部

のスクレイパー 1点を納めていた。土器は,条痕文地に体部中位 より上に縄文を施し,口 縁部

下に竹管状工具による押圧をもつ突帯をめぐらしている。山陰地域の菱根式系の上器であろ

う。

弥生時代中期の遺構・遺物は,大形の上坑 1基 ,中・小形の土坑・ ピット8基を検出した。

大形土坑は,直径が lmを越え,深さも現存で約 lm以上ある。中には礫が入 り,それに混

じって壺や甕などの大形の上器片や石鉱等を検出した。時期は弥生時代中期末に相当する。

中世以降の遺構・遺物は,A地点では土坑とピットの他に,細い濤を 2基検出した。須恵質

系陶器片や土師質土器が多 く出上している。

C地点では古代以降の遺構と遺物を検出した (図 5)。 弥生・縄文の包含層は確認されな

かった。黒色層 3では古代末から中世の小型の土坑やピットを数基検出した。これらのピット

内からは須恵器や土師器の破片が出土した。その他 ,土坑内から,銅銭 「太平通費Jが 1点出

土している。黒色層 2では,土坑やピットが群集していた。土坑の中には,石鍋 ,土師質土器

の鍋や,須恵器の破片 ,ま た完形の上師質土器の小皿を埋納してお り,埋葬に関係する可能性
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図5 C地点中世遺構(黒色層2)平面図

がある。

C地点では黒色層 1で ,近世のピット等を数基検出した。

その他,包含層からは突帯文土器片,弥生時代前期の壺 と甕片 ,古墳時代前期の土師器甕

片,古墳時代の須恵器 ,中世の青磁片等,各時代 。時期の遺物が出上 している。

d.ま とめ

三朝町ではこれまで数回の発掘調査が行われ,縄文時代中期 ,弥生時代中期,古墳時代中期

の遺跡の存在が切らかにされており,ま た,分布調査によって弥生時代以降中世までの散布地

と古墳時代後期の古墳群が存在することが知られている。 しかし,岡山大学三朝地区が所在す

る山田周辺では古墳時代後期の山田 1号墳の存在が知られるのみであった。

今回の 2次にわたる調査では,縄文時代早期から近世にいたるまでの遺構を検出し,ま た多

くの遺7/Jの 出土も確認 した。特に縄文時代早期に遡る遺構はこれまで町内で確認されたもので

は最も古く遡る人間活動の痕跡であり,ま た出土した土器には九州の轟式の影響がみられ,九

州や鳥取県西部の遺跡との関係を考えることが可能となる資料であることは重要である。弥生

時代では中期後半の遺構とそれに伴 う遺物を検出したが,包含層からはこの地域でこれまで知

られていない前期の土器も出土している。中世では土器や石を埋納 した墓地と考えられる土坑

群を検出した。この上坑の中から出上した石鍋の存在は三徳川流域の中世史を考えるうえで重

要である。石鍋は長崎県を中心に瀬戸内沿岸や畿内,鎌倉に分布がみられ,日 本海沿岸地域で

は出土例が極めて少ない。今回出土した石鍋は三仏寺の寺伝に源頼朝が三徳山に寺領3000石 を

与えたとの記事にあるように,鎌倉幕府との関係の中で搬入されたものと考えられよう。頼朝

が与えた寺領がどの地域であったのかは不明であるが,今回の調査成果から三徳川流域がその

候補となる可能性が高 くなったと考えられる。

今回の調査は三朝町の地域史を考えるうえで重要な資料を提供 したといえるが,今後は列島

内でこの地域の位置づけを行 うことが必要となるであろう。なお,本調査の資料は現在調査途

上にあり,本報告の内容は暫定的なものである。 (野崎貴博)

註

(1)『 岡山大学構内遺跡調査研究年報』 7 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 1990年
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2 鹿田遺跡第 7次調査 (医学部校舎新営工事に伴う発掘調査 鹿田BR55～ BX61・ BY56～

57区)

a 調査に至る経緯

老朽化の進む医学部基礎医学棟の新営が,既存施設の南側に広がる駐車場に計画され ,845

∬程度の面積が埋蔵文化財の調査対象範囲となる可能性が提示された。それを受けて,12月 10

日に試掘調査を実施 した (詳細は第 1章第 3節参照)。

同調査の結果からは,予定地周辺の調査データ (南側の動物実験棟 ,西側の鹿田遺跡 6次調

査に当たるアイソトープ総合センター)も参考にした上で,比較的遺構密度の高い中世包含層

とやや希薄な状態を示す秀生～古墳時代の包含層の存在が想定された。

最終的に調査面積は829だ とな り,調査員 2名 が,発掘調査期間約 5ヶ 月の予定で担当する

こととなった。

b 調査の経過

1998年 2月 16日 から造成土の除去を開始 したが,作業が進むにつれて,旧建物の基礎が姿を

見せ始め,予想外に広い面積を占める堅固なものであることが明らかになってきた。当初 ,基

礎撤去に伴 う遺跡破壊を鑑み,大形の基礎部分は残して,調査終了後に対処する方針であった

が,同建物に平行して同規模の基礎を有す旧建物の存在が確認された段階で,基礎を残 しての

調査は極めて困難となる状態に陥った。北側部に関しては,すでに周囲の造成土除去が大方終

了していたために機械の導入ができず ,撤去は不可能であった。その基礎は,最終的に調査区

の北 1/3程を占める結果となる。一方 ,南側の基礎については,極力周囲の破壊を避けるため

に圧搾機を導入して撤去することとし,

準備のために造成上除去作業は 2月 23日

から一時中断となった。再開は 3月 9日

からで, 3月 17日 に完了した。

本格的な発掘調査の開始は1998年 2月

26日 である。調査区北側の可能な範囲か

ら作業を進めたが,調査区分断に伴 う作

業の繁雑さや基礎撤去に伴 う掃除に多 く

の時間が割かれ ,軌道に乗るのは約 lヶ

月後 ,造成土除去が完了した後の 3月 後

半であった。

その後 ,近代の面を整え,一部で中世

層上面への下げを行った状態で, 3月 31 図6 調査地点 (縮尺1/2,00い

-6-



鹿田遺跡第7次調査

日に97年度の調査を終了した。

c.調査の概要

(1)層序 (図 7)

現在の地表から深さ約 lmま では,医学校敷地造成時 (大正11年 3月 )の盛 り上である (1

層)。 その直下の 2層 は淡灰色と暗灰色の粘土や灰色砂等が,ブ ロック状あるいはラ ミナ状に

堆積する。同層は調査区全域を覆 うように広範囲に厚 く認められ,大規模な洪水に関連 した土

層の可能性が強い。 3層は淡灰色の水田土層で一部分では二つに細分できる。時期は出土遺物

から近代の範囲を考えている。 4層は緑灰色の締まった土層で,中世 (鎌倉～室町時代)の包

含層をなし,本来その間にあるはずの近世土層は削平されているようである。同層は二層に細

分される。上層に当たる4a層は淡緑灰色砂質土 ,下層に当たる4b層は暗緑灰色土を呈す。

いずれも炭化物や遺物を多 く含む土層で,当時の集落の存在を強く示す。古代層は確認できな

かった。 5層は褐色を強めた砂質土で古墳時代初め頃の包含層である。 6層は黄褐色土で基盤

層をなす。

lm

発掘調査の上層注記
1 造成上
2 暗灰色粘質土
3 灰色粘質上
4a灰褐色粘質土
4b暗灰褐色粘質土
5 灰色粘質土 (Fe多 )

6a灰橙色上(Fe多 )

6b灰橙色砂質土 (Fe多 )

２
ｍ

一

Ｏ
ｍ

一

一　
畔
肌 0______ェ om  l   l

図 7 鹿田遺跡第 7次調査遺構全体図

|

土層断面図 (縮尺1/400・ 1/40)

Cl□ □ 囲

□ □□ □
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1
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(2)調査の概要 (図 7)

1997年 度内では,面的な調査成果としては,造成上除去面に当たる近代の面 (3層)で検出

した耕作関連遺構の調査が中心である。それ以外では,一部において近世土坑の調査 ,あ るい

は中世層 (4層)上面におけるピット群の調査に入った。主要な調査は4月 以降である。

3層では,調査区中央部をL字形に走る濤とそれにとりつ く水田畦畔が遺存 していた。方向

は,鹿田キャンパスの敷地の軸に沿っている。清は幅 2～ 3m,深 さ lmの規模で,両縁には

幅50clll程 度 ,高 さ 5 clnの しっか りした畦が附属する。水田畦畔は幅約30cmで ,高 さは約 5 cmが

確認された。それぞれの水田は水口を濤側に有している。

時期的には新 しいものであったが,鹿田遺跡の調査で耕作関連遺構の確認は初めてであ り,

集落と生産域の関係を遡って考える上でも貴重な資料となった。

4月 以降は,調査は数基の近世土坑に続き,大規模な濤や多数の柱穴そして井戸などで構成

された中世の遺構群に移 り,最終的には古墳時代初頭に属する竪穴住居・掘立柱建物・井戸・

土坑・溝などの調査を終え,8月 6日 にすべての作業を終了した。 4～ 8月 の詳細については

次回の年報で報告する。 (山本1此世)

第 3節 試掘調査

本年度は鹿田地区において 1件 ,三朝地区において 3件の試掘調査を実施した。鹿田地区で

は,基礎医学棟新営予定地の調査 ,三朝地区では実験研究棟新営予定地関連の調査を行った。

以下に概要を記す。

1 固体地球研究センター実験研究棟新営工事に伴う試掘調査

a.調査の経過

1997年 5月 に,固体地球研究センターの新営実験研究施設予定地において,本体建設工事箇

所における根伐工事の際に,遺跡の存在が明らかになっ

た。そして,遺構等が良好に残存 していることが判明し

たため,関係機関との協議の結果 ,残存する部分につい

て発掘調査を行 うことになった (第 1章第 2節 )。 また ,

本体工事以外にも施設周辺において付属する工事があ

り,特に渡 り廊下の基礎及びスロープ部分等について発

掘調査を行 うことになった。

この渡 り廊下の基礎及びスロープ部分について,包含

層の状況等の情報を得るために試掘調査をおこなった。

また,工事に伴 う電気ハンドホール埋設管に関連する試

図8 福呂遺跡試掘調査 調査地点位置図
(縮尺1/3,000)
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試掘調査

掘調査も行った (図 8)。 調査については渡 り廊下の基礎部分を 7月 3日 ,ス ロープ部分は 7月

29日 ,電気ハンドホール関連工事の部分を 7月 30日 にそれぞれ行った。調査員はいずれも 1篤

である。

b.調査の概要

(1)渡 り廊下の基礎部分 (図 8,9・ TPl)

渡 り廊下の基礎部分の試掘坑は,工事部分の南北軸線上の東側に設定 した。規模は 3× 3m

である。現標高は,約49.5mで ,ゆ るやかに南側に向かって傾斜する。

1・ 2層は造成上で,合わせて厚さ約70clnで ある。 3層は昭和14年の旧研究所に関連する石

TPl土層注記
1層 暗掲色土層
2層 黒褐色土層

490m    二層 集輻雹惑彊
5層 灰褐色粘土層
6層 茶褐色砂層
7層 暗茶褐色砂層

48,Om

TP2土層注記
1層 暗褐色上層
2層 暗茶褐色土層
3層 暗茶褐色土層

黄褐色砂層
黄褐色砂層
黄褐色砂層

娼
鵡
媚
　
醐

層

層

層

暗茶褐色土層  10層 黒褐色砂質土
黒褐色砂質±  11層  黄褐色砂質上

茶褐色砂質上  12層 黄褐色砂層

福呂遺跡試掘調査土層断面図
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敷きと,その土止めの層であり,厚さ約10clnで ある。 4層は茶褐色砂層である。遺物等がなく

時期は不明である。 5層は暗茶褐色の粘質土層で,幕末の陶磁器を含む水田層と考えられる。

6。 7層 は責褐色の砂層であり,遺物等を含まない。マンガン等が縞状にラミナ状堆積を呈し

ている。

(2)ス ロープ部分 (図 8, 9,TP2)

本調査については,新営実験研究棟本体の南側に設営されるスロープのほば中央付近に,軸

線を南北に合わせ設定 した。南側については,水路の護岸石組みまでを範囲とし,規模は約 4

m× 15mである。

1層は造成土であり, 2層・ 3層・ 7層は石垣の裏込めに相当する。 4層から6層は,近代

の陶磁器を含む黄褐色砂層である。 8層 は黒色の砂質土であり,第 1次調査の黒色層 1に相当

する。中近世の遺物を含む。 9層は茶褐色の砂質土である。遺物等は含まない。10層は黒色の

砂質上であり, 1次調査の黒色土第 2層に相当する。11層は黄褐色の砂質土層であり,山砂の

堆積と思われる。11層以下はラミナ状堆積が顕著である。

(3)電気ハンドホール関連工事の部分 (図 8・ TP 3)

本調査の地点は,本体工事部分の東南側に位置し,地表から約1.5m掘削した。規模は約 3×

4mである。既設の配管等が綻横に埋設されており,撹乱のみで包含層は残存 していなかっ

アと。

c まとめ

三朝地区では,第 1次調査の行われた本体工事部分及び周辺の丘陵舌部の高い部分が,遺跡

の中心であり,さ らに東西に広がっている可能性がある。病院との境に流れる水路を境にこの

丘陵はとぎれるが,ス ロープでの試掘では包含層が傾斜をもちつつ,石垣の下部方向へもぐり

こんでいるので,病院北側の平坦な部分についても注意する必要がある。なお,第 1研究棟の

周辺については,渡 り廊下の試掘結果から本来

水田か湿地であったことが判明した。

(小林青樹)

2 医学部校舎新営工事に伴う試掘調査

a.調査に至る経緯

老朽化の進む医学部基礎医学棟 (通称)新営

計画の中で,約800だ 程度の面積が埋蔵文化財

の調査対象範閣となる可能性が1997年秋に提示

された。建設予定地は現基礎医学棟の南側に広

がる駐車場で,動物実験棟の北約30m,鹿田遺 図10 試掘調査地点 鯰尺1/2,00の
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跡第 6次調査地点の東約35mと いう位置にある。すでに,両建物建

設の際に中性を中心とした遺跡の存在が確認されており,本地点に

少なくとも中世の遺跡が広がることは確実視されていた。

こうした状況から,中世包含層の厚さと弥生時代～古墳時代前半

段階の遺構の存在を確認するために試掘調査を行 うことになった。

西～南側に関しては,前述の調査データを参考にできることから,

試掘地点は予定地の北東部隅に 1箇所のみとした (図 10)。 調査は

12月 10日 に調査員 1名が実施した。

b.調査の概要

試掘坑は上面を一辺 3mと した。旧建物の基礎に当たったことも

影響し,掘 り下げに従って随時その面積を狭め,最終的には 1×

1.5mの範囲で断面観察を行い終了した。最下面の レベルは,地表

から-2.2mに 位置する。その結果 ,造成上の厚さが1.5mに及がこ

とと4枚の包含層 (図 11:2～ 5層)を確認 した。 3・ 4層では中

世の遺構がそれぞれの上面で認められ ,一定 レベル以上の密度の濃

試掘調査

GL
Om

図 11 土層断面 図
(縮尺1/40)

1 造成土攪乱層
2 淡灰色粘土層 (軟質)

3.淡青灰色粘土 (中世土器細片)

4 暗 (茶 )灰色シル ト層 (炭,Mu)
5 暗灰褐色土 (炭,Mu)
6 淡黄灰色土(Mu,Fu)

さを示 した。 5層では弥生～古墳時代と判断される徴細な土器片が僅かに出土 したのみで,遺

構密度はやや希薄であると予想された。こうしたデータをもとに,発掘調査の計画を進め, 2

月から調査に入った。土層などの詳細は発掘調査の項で前述して消 り,こ こでは省略する。

(山本)

第 4節 立会調査

(1)津島地区 (図 16・ 表 1)

津島地区の立会調査は事業別では,17件 ,計 17カ 所で行った。大半の調査は掘削深度が浅 く

造成上内で終了した。ここでは,掘削深度の深かった調査⑮ o②・⑩について以下に詳細を記

す。なお,その他については表 1に 明記した。

調査⑩は,南北道路のガス管埋設工事に伴 う立会調査で,大学敷地内について連続して行っ

た。掘削深度約1.5mで 中世に相当すると考えられる水田 (粘土層)を確認 した。また,そ の他

の地点でも近世の包含層を確認した。

調査②は,福利厚生施設新営に伴 うその他工事のうち,共同溝新設に伴 う工事の立会調査で

ある。この工事は,すでに終了している第14次調査地区に接続する形で行われ,既調査範囲と

新設部分との間の未掘部分について調査を行った。この部分の土層については,調査の結果第

14次調査と同じ状況を呈していたことを確認 した。

-11-
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調査⑮は,岡山市教育委員会による南北道路における

雨水管埋設工事 (竪坑)に伴 う立会調査である。この調

査は,原因者が岡山市であるが,工事が大学敷地内であ

るため,工事地内の埋蔵文化財について関係者の協議の

結果 ,岡山市文化課による調査に大学が立ち会 うことに

なった。調査は,3.35m掘削がされ竪坑地点に始ける土

層及び遺構等の状況が確認された (図 12)。 この地点で

は,黒色上が確認されなかったが,中世等の遺構が確認

され洪水砂が厚 く堆積 していることから,河道が確認さ

れた。

(2)鹿田地区 (図 17・ 表 1)

鹿田地区における立会調査は,事業別にみると3件 ,

3箇所であり,いずれも造成土内で終了した。

(3)三朝地区 (図 18・ 表 1)

図12 調査④土層断面図 岡山市教

育委員会

|       125m

1

2

3

4

5

6

7.
8.
9

10

11

12

灰色粘質シル ト 水田層
灰褐色中砂・細砂
灰褐色中砂・細砂
淡灰褐黄色中砂
淡灰黄色粗砂
灰色粗砂
淡責灰色粗砂・細砂・微砂

灰色粗砂

径 2～ 6 cmの 礫混 じり粗砂

灰黄色粗砂

径10cm以下の礫混 じり粗砂

灰色粗砂 湧水

三朝地区における立会調査は,固体地球研究センター

実験研究棟新営その他工事に関するものが 1件あり,10箇所について行った。調査⑩は,遺跡

発見の契機となった立会であり,地表下約 4mま で掘削した。調査①では,遺跡の状況を確認

することができ,近世から縄文まで包含層があることが判明した。これら調査⑩・①の層序等

については,第 1・ 2次調査において詳述 している (第 1章第 2節 )。 その他については,いず

れも造成土内で終了している。

(4)東山地区 (図 19・ 表 1)

東山地区における立会調査は,事業別に 1件 , 2箇所についておこなった。

調査○は,教育学部付属小 。中学校他の囲障改修工事に伴 う立会調査である。1.2m掘 削 し

た。造成土の厚さは約79cmで ,現地表から1.9m下で暗灰色粘土層である近性の水田層を確認

した。出土した陶磁器から,江戸末期に相当すると考えられる。その他については,造成上内

で終了した。                                (4ヽ 林)

第 5節 岡山大学構内における陸軍関連施設の調査

1 文 。法 。経済学部南庭園測量調査

a 調査の経緯

岡山大学津島地区の敷地は旧陸軍が1919年 (明治44年)に造営した陸軍駐屯地であり,戦後

その敷地を引き継いだものである。戦後は旧陸軍の建物群も引き継いで使用しており,順次建

一

一

３

未

11
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文 。法・経済学部南庭園測量調査

て替えを行って現在に至っている。旧陸軍の建築物は建て替え 。取 り壊 しによって少なくなっ

たが,一部は現在も利用されている。そのうち,文・法 。経済学部棟の南には旧陸軍の造った

建物群と庭園がある。この建物群が1998年度に取 り壊されることが決まり,埋蔵文化財調査研

究センターでは庭園と建物基礎を記録の対象として測量調査を行った。庭園と建物群基礎は測

量図による記録 ,庭園の池の石組み,灯籠 ,築山上の立石については写真による記録 ,灯籠に

刻まれた文字線刻や文様は写真・拓本による記録を行った。調査は1998年 2月 18,19日 , 4月

7日 , 6月 18日 に断続的に行っている。

b 測量調査の成果 (図 13)

今回の調査範囲の北側に位置する木造建物 (現 .職員組合事務所)は ,旧陸軍工兵第一〇聯

隊将校集会所である。庭園はこの将校集会所と一連のものである。庭園は南辺 ,西辺,東辺を

高さ約70～ 80clllの 上塁によって区画されている。この上塁は現在も岡山大学津島北地区の南辺

を区画するかたちで約800mにわたって残っているうちの一部である。

BAライ】 BAライン

16ラ イン

|

伴

ぐ

００

40m
40m

〇
425m

IE4 5m
二475m
三4:`η

|

図13 庭園測量図
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庭園の中央やや西よりには池が掘削される。池の平面形は瓢形を呈する。池の護岸は長辺約

40～ 50cmの 角柱状に加工 した花商岩 3～ 4石を積んで頑強に構築 している。この護岸は大学構

内各所でみられる当時の排水路の護岸にもみられ,こ の当時の陸軍一七師団駐屯地内では一般

的な工法であったことが推測される。

池の南には高さ約1.2～ 1.5mの築山が築かれる。この築山は 4つの頂点をもつが,最も高い

頂点には立石がみられる。立石は平板な石を縦位に用いており,平板な面を建物に向けるよう

に立てられている。何らかの効果をねらって立てられたものと思われる。北側の築山の頂点に

は灯籠が立てられているが,現在 ,上部の籠部分は安全のため脇に降ろされている。灯籠の台

部の円柱には「日支事変出征記念」と亥Uま れている。

東辺の土塁は北側で幅約1.5mに わたって切られ ,集会所への入口となっている。 この入 口

から西に向かっては,約 50cn四方の花嵩岩を並べてステップとし,定物への導線としている。

このステップは角と角を接 して配置されてお り,ま た,建物入 り口に近い位置にのみ五角形の

石を配 して角度を変えてお り,その計画性の高さがうかがえる。また,東辺の土塁は駐屯地内

で集会所の区画を明示するものであり,特権階級以外の者が立ち入ることを許さなかったこと

を物語るものであろう。

以上のような特徴にみるように,こ の一画は駐屯地内での特別な空間であり,ま た庭園は将

校集会所からの美観をねらって計画的に造営されたものであることがうかがえる。 (野崎)

b.津島地区における戦争関連遺跡について

かつて津島地区には,第 2次大戦前の敗戦時まで陸軍の広大な施設があった。その中枢であ

る第一七師団の創設は明治40年であり,その後大正14年 の軍縮を経て昭和へと配置等が変遷 し

ている。現在も津島地区内には当時の軍事施設が残存 してお り,多 くは戦後に改修されている

ものの,往時の名残 りを今も見ることができる。今回,旧将校集会所が取 り壊 しされるにあた

り,そ の庭園跡の測量調査と津島地区内にのこる旧陸軍施設の調査を行った。こうした一連の

調査は,旧軍関連施設が「戦争遺跡Jと して近年学界で盛んに議論されている (註 1)状況を

考慮 したもので,その現状を考古学的に記録するためである。

ここではまず ,津島地区内に残存する戦争遺跡の主なものについて概観 しておく (図 14)(註

2)。 まず建物に関しては,現在大学事務局のある建物が第一七師団・歩兵第三三岡山連隊区

の各旅団司令部跡にあた り,ほ とんど往時の姿をとどめている (⑩ )。 門の脇には衛兵所の小建

物も残る (⑩ )。 ⑬は将校集会所跡で,庭園跡と石灯籠が残存する。将校集会所は,将校幹部の

部隊内クラブであり,内装等に当時の建築様式の面影を見ることができる。 この東の並びに

は,旧兵舎の面影をしのばせる連隊本部等の建物 2棟が残る (⑭ )。 津島北地区の現在学生部の

建物は,広島兵器補給所岡山分所の事務棟跡で内部の各所にかつての面影を残す (⑦ )。 なお ,
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文・法 。経済学部南庭園測量調査

この建物の南側には,昭和 7年建立の砲身形をした軍人勅諭の記念碑が残る (③ )。 赤 レンガ造

りの建物をいくつか目にすることができるが,それらも関連する建物であり,現在考古学資料

館に使用されている建物は工兵連隊の浴場であった (① )。 その他赤 レンガの建物跡としては
,

現在放送大学岡山学習センターに使用されている兵器補給火薬取扱い施設跡がある (② )。 建

物以外にも関連するものがあり,津島地区北西にはレンガ造 りの残骸となっている箇所がある

が,現在 ゴミ焼却場になっているその場所は,鉄橋爆破演習場の跡であった。津島北地区の南

東隅には,10数メー トルの高さのコンクリー ト塀があるが,こ の高塀は法界院駅からの引き込

み線で搬入された兵器をこの内側で荷ほどきをした場所で外部に対する目隠しであった。

以上のように,津島地区構内には戦争遺跡関連の建物等が多 く残存 している。構内におい

て,日 頃何気なく目にする古めかしい建物にも,それぞれにあまり知られない歴史的背景があ

ることが再確認できた。近い将来 ,こ うした遺跡は,再開発により消滅 していく可能性がある

ので,今回の調査は学界の動向などからみても意義のある作業であろう。今回調査を行ない得

られた資料が,今後多方面において活用されれば幸いである。

今回,津島地区構内の戦争遺跡についてまとめるにあた り,実地踏査を含め文章の作成にい

たるまで,西川宏氏の教示をえた。                      (小 林)

12      10

__■_
| |~「

図14 津島地区構内にのこる旧陸軍関連施設の位置
|   |   |   :   |   |   |   |

２４

　

‐

|―
―
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1997年度岡山大学構内遺跡調査報告

註

1 西川 宏・角田 茂「岡山市内に遺る戦争遺跡の爪痕」『明日への文化財』38号特集 戦後50年一戦争

遺跡,文化財保存全国協議会,1996年 3月 。

2 本図は,1998年 5月 13日 ,岡山大学職員組合主催の野外学習会資料 (角 田 茂「岡大キャンパスとその

周辺の戦跡を歩くJ)掲載の図から作成した。

表 1 1997年度調査一覧

番

号 種 類 調 査 地 区
所
属 調 査 名 称 調査期間

掘削深度
(m)

備 考

① 発掘 三朝 固 実験研究棟新営その他工事
本体工事部分

5 111a20 2 0-2 5 調査面積244∬。縄文早期・弥
生中期・中近世包含層・遺構
確認。(福呂遺跡第 1次調査〉

② 発掘 三朝 固

霧幹鰈雫墾誕呈彗8他
工事 7 28 調査面積251tF。 10で中世層?。

20で灰色粘土層。遺物なし。
〈福呂遺跡第 1次調査〉

③ 発掘 三 朝 固 実験研究棟新営その他工事
スロープ部分調査

11 25-
125

調査面積120だ 。近世 。中世・
古代包含層・遺構確認。
(福呂遺跡第 2次調査〉

④ 発 掘 鹿 田 医 基礎医学棟新営 98 2 27
-331

調査面積829だ。近世水田確
認。〈鹿田遺跡第 7次調査〉

⑤ 試掘 三朝 固 実験研究棟新営その他工事
渡 り廊下基礎工事①

08で造成上。10でまさ土。
14で シル ト質の層。以下砂層
がラミナ状に堆積。遺物なし。

⑥ 試掘 三朝 固 実験研究棟新営その他工事
スロープ部分工事③

7 29,30 黒色層 2層確認。

⑦ 試 掘 三朝 固 実験研究棟新営その他工事
電気ハンドホールエ事⑥東

15 造成上内。

③ 試掘 鹿 田 医 基礎医学凍 12] 22 中世・弥生包含層確認。

③ 立会 三朝 固 実験研究棟新営その他工事
擁壁部分

斜面部分にトレンチ3カ所。
地山確認。

⑩ 立会 三 朝 固 実験研究棟新営その他工事
根伐工事部分

57 GL 1 5mで包含層確認。弥
生土器片採集。

① 立会 三朝 固 実験研究棟新営その他工事
本体工事部分

20～ 25 工事範囲内未調査のうちに
1/2掘削済。壁面で遺構確認。

⑫ 立会 津島北AV07 工

湧窃

'暮

琵垂讐
別館給水管系518へ

5 20
0 5-0 9 既設工事内。

⑬ 立 会 三 朝 固 実験研究棟新営その他工事
埋設配管工事⑥

遺物なし。造成上厚07。

⑫ 立会 三朝 固 実験研究棟新営その他工事
機械工事⑨

72 造成上 ?。 まさ土。

⑮ 立 会 三 朝 固 実験研究棟新営その他工事埋
設配管 (給水管)工事③

0 3-0 5 造成上内。

⑮ 立 会 津島南BB13～
BH13

事 南北道路ガス管埋設工事 7 17-
8 19

1-1 2 中世層まで掘削。

⑦ 立 会 津島北BB12 事 公衆電話設置工事 (岡 山西ア
クセス系統設備工事)

縁石から
05

面積24× 24。 造成上内。

⑬ 立 会 三 朝 固 実験研究棟新営その他工事
電気埋設管路工事⑥西

10で中世層。包含層は東に向
かい上面レベルが上昇。

⑩ 立 会 津島南 事 南北道路ガス管埋設工事 中世の粘土層検出。

⑩ 立 会 津島南BB12～
BD12

事 南福利仮設電柱 07 造成上内。

④ 立 会 津島北AU03～
AX02

環 環境理工学部新営に伴う仮設
電柱工事

10～12 造成上厚09。 明治層直下にま
さ上の層確認。

② 立 会 1啓 Fき封ヒAX02 環 環境理工学部工事用車両用ス
ロープエ事

10 16 舅治耕作土露出。

② 立 会 津島北 環 環境理工学部新営に伴うその
他工事 樹木移植

1016 04-10
亀農堅焉雀甥箭 擁
先,ポ プラ3本 ,造成上内。
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脊
号 種類 調 査 地 区

所
属 調 査 名 称 調査期間

紐 島U珠度

(m)
備 考

② 立会 津島南BC12 事 福利厚生施設新営に伴うその
他工事 共同溝新設工事

1111 GL 1 65。 造成上厚08,黒色土
確認。近世・中世・古代,古
代の溝確認。

⑮ 立 会 三朝 固 実験研究棟新営その他工事
廃棄物置き場基礎工事⑩

暗灰色シル ト質土まで掘削。

⑮ 立 会 津島南BF13 事 津島 1号幹線 (21区)雨水管
埋設工事 堅坑

3 35 造成上厚10。 黒色土なし。遺
構等確認。洪水砂厚く推積。
岡山市教育委員会調査。

⑫ 立 会 三朝 固 実験研究棟新営その他工事
排水管路④

マサ土,遺物なし。

④ 立 会 三朝 固 実験研究棟新営その他工事
街灯設置工事⑦

12-15 造成上内。

⑩ 立 会 東 山 教 教育学部付属小 。中学校他囲
障改修工事

造成上厚0 79mo GL l lmで
水田確認。溝 1条。

⑩ 立 会 鹿 田 医 基礎医学棟新営に伴うその他
工事 樹木移植

0 5-0 7 調査区北側列のサクラ移植 ,

移植先は5カ所いずれも造成
上内。

① 立 会 津島北BA03～ 02 教 岡山大学 (津島)教育学部他
自転車置き場取設工事 支障
樹木移植 基礎工事

2 17・ 23 08-11
(樹木移

植),05
(基礎)

16本移植。いずれも造成土内。
基礎も造成土内。

⑫ 立 会 津島北AV07 工 システムエ学科排水管埋設工
事

21936 造成上内。

⑩ 立会 拳啓Fき】ヒAV06 環

管
環境管理センター排水管埋設
工事

2 26・ 3 6 造成上内。

⑫ 立 会 津島南BF18～ 20 農 農学部道路敷設工事 3 16・ 18 05～09 造成上内。

⑮ 立会 鹿 田 医 自転車置き場基礎 造成上内。

⑮ 立会 津島南AV07 事 壁支え支柱工事 造成 上 内。

⑫ 立会 津島地区全体 事 津島構内外灯設備工事 3 18-31 12 舅治～近世層まで掘削。

① 立会 鹿 田 歯 歯学部看板設置工事 3 25 造成土内。

⑩ 立会 津島南BC08 事 一般教育棟B棟配管工事 造成上内。

1997年度調査

48  46  44  42  40  38  36  34  32  30  28  26  24  22  20  18  16  14  12  10  08  06  04  02  00  98
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図15 津島地区全体図 (縮尺1/20,000
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厖勿発掘調査

■醜i制勇耐

〓―
‐
Ｊ

図18 今年度の調査(3)三朝地区 (縮尺1/3,000)

0          100m

―

図 19 今年度 の調査 (4)東 山地 区 鮪 尺1/4,500)※ 数字は表 1の番号と同じ
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資料整理

第 2章 1997年度普及・研究・資料整理活動

1 資料整理

本年度は次の 3件の発掘調査の資料整理を行った。

① 津島岡大遺跡第 9次調査 (工学部生体機能応用工学科棟):報告書刊行

② 津島岡大遺跡第14次調査 (福利厚生施設南棟):報告書刊行

③ 津島岡大遺跡第10次調査 (保健管理センター):遺構図整理,遺物の実測

2 分析依頼

① 津島岡大遺跡第 9次調査出土動物骨の鑑定…奈良国立文化財研究所 松井 章

② 津島岡大遺跡第 9,12次調査出土種子の分析…岡山大学環境理工学部 沖 陽子

3 刊行物

① 岡山大学構内遺跡調査研究年報14                 1997年 11月 刊行

② 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第18号          1997年 9月 刊行

③ 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第13冊              1997年 12月 刊行

④ 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第14冊              1998年 3月  刊行

⑤ 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第19号          1998年 3月  刊行

4 調査員の活動

(1)資料収集活動

小林青樹

縄文・弥生移行期における上器資料の調査 :香川県埋蔵文化財センター他

弥生時代における絹を中心とした繊維組織の材質と技法に関する研究 :国立歴史民俗博物

館他

野崎貴博

北部九州の埴輪資料の実査 :福岡市埋蔵文化財センケー

前 。中期古墳の踏査 :島根県,福岡県

山本悦世

縄文・弥生移行期における遺物 (土器・木器)の調査 :愛媛県阿方遺跡

博物館の実態調査 :滋賀県立琵琶湖博物館
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1997年度普及・研究・資料整理活動

(2)学会・研究会参加等

小林青樹

考古学研究会総会 (4月 ),日 本考古学協会総会 (5月 ),日 本文化財学会 (10月 )他

野崎貴博

考古学研究会総会 (4月 ),日 本考古学協会総会 (5月 ),全大協中・四国教研集会 (6

月),古代学協会四国支部研究集会 (9月 )

山本悦世

考古学研究会総会 (4月 ),日 本考古学協会総会 (5月 ),中四国縄文研究会 (6月 )

横田美香

考古学研究会総会 (4月 ),日 本考古学協会総会 (5月 ),古代の土器研究会 (11月 )

(9 研究発表他

小林青樹

「長野県小諸市氷遺跡の研究―中部高地における縄文時代晩期終末期の研究―」日本考古

学協会 第63回総会 (5月 )

「縄文時代晩期終末期の土器の胎上分析―長野県小諸市氷遺跡の氷式土器の胎上分析J第

14回 日本文化財学会  (10月 )

野崎貴博

「岡山大学における埋蔵文化財問題の現状と課題」全国大学高専教職員組合中・四国教職

員研究集会 (6月 )

「埴輪製作技法の伝播とその背景J考古学研究会例会 (9月 )

徳)論文・資料報告

小林青樹

「岡山市八幡大塚 2号墳の再検討」『古代吉備』第19集 (共著)

「土器作 りの専業製作 と規格性に関する民族考古学的研究―フィリピンとタイの事例分析

を中心に一」『民族考古学序説』同成社

「縄文時代晩期終末期の土器の胎上分析―長野県小諸市氷遺跡の氷式土器の胎上分析」

『日本文化財学会 第14回研究発表要旨集』 (共著)

「長野県小諸市氷遺跡の研究―中部高地における縄文時代晩期終末期の研究―J『 日本考

古学協会 第63回総会発表要旨』 (共著)

「ケイ国ピマイ寺院遺跡」『考古学研究』第43巻 3号

「弥生時代早前期における津島岡大遺跡とその周辺」『津島岡大遺跡』10 岡山大学構内遺

跡発掘調査報告 第14冊
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調査員の活動

「先史考古学における GIS(地理情報システム)を利用 した景観考古学の可能性」『地理情

報システム学会第 4回大会講演論文集』

野崎貴博

「岡山市八幡大塚 2号墳の再検討」『古代吉備』第19集 (共著)

「岡山平野における正方位方格地割水田の出現」『津島岡大遺跡』10 岡山大学構内遺跡発

掘調査報告 第14冊

山本悦世

「津島岡大遺跡出土古代土器の再検討J『津島岡大遺跡』10 岡山大学構内遺跡発掘調査報

告 第14冊

横田美香

「岡山市八幡大塚 2号墳の再検討」『古代吉備』第19集 (共著)

5 日誌抄

1997年

4月 8日  第 1回月例会議

4月 21日  運営委員会開催

。平成 8年度決算

・ 平成 9年度予算案
。平成 9年度事業計画

4月 28日  岩崎志保助手育児休業 (1998年 5月

31日 まで)

5月 1日 第 2回月例会議

5月 10日  福呂遺跡第 1次調査開始

5月 20日  福呂遺跡第 1次調査終了

5月 28日  管理委員会開催

。平成 8年度決算

・ 平成 9年度予算案

・ 平成 9年度事業計画

6月 2日 第 3回月例会議

7月 10日 第 4回月例会議

7月 22日  井口三智子臨時用務員採用

8月 5日  第 5回月例会議

8月 21日  博物館実習開始 受講生25名 (8月

29日 まで)

9月 5日  第 6回月例会議

9月 22日  センター報18号納品

10月 2日  第 7回月例会議

10月 31日  10周年記念冊子『今 ,よ みがえる古

代』納品

11月 5日  第 8回月例会議

11月 8日 埋蔵文化財調査研究センター設置10

周年記念講演会・見学会開催

11月 10日  岡山県立博物館へ資料貸 し出し

11月 21日  第 9回月例会議

11月 26日 福呂遺跡第 2次調査開始

11月 28日  宇藤桜子,井 口三智子臨時用務員退

職

12月 5日  福呂遺跡第 2次調査終了

12月 9日  第10回月例会議

12月 15日 年報14納品

12月 18日  センター建物内ワックスがけ

12月 25日  岡山県立博物館貸 し出し資料返却 ,

大掃除

12月 26日  『津島岡大遺跡』 9納品,御用納め

1998年

1月 5日  御用始め

1月 6日  第11回月例会議

1月 7日  『津島岡大遺跡』 9,10周年記念誌

『今,よ みがえる古代』,年報14,セ

ンター報20号発送

運営委員会開催

。平成11年度国立学校施設整備費概

算要求事業表 (案)

・ 岡山大学総合研究博物館構想につ

い¬〔

・ 医学部校舎新営に伴 う埋蔵文化財

発掘調査の実施について

。固体地球研究センター実験研究棟

新営に伴 う埋蔵文化財発掘調査結
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果について

1月 20日  岡山市教育委員会 と調査に関する協

議

1月 28日  管理委員会開催

。平成11年度概算要求事項について

。岡山大学総合博物館構想について

。平成 9年度発掘調査の実施につい

て

2月 2日  第12回月例会議

2月 18,19日  文・法・経済学部南庭園測量調

査

2月 26日  鹿田遺跡第 7次調査開始

3月 2日  第13回月例会議

3月 25日  センター報19号納品

3月 30日  『津島岡大遺跡』10納品 ,『津島岡大

遺跡』10,セ ンター報19号発送 ,杉

山千恵技術補佐員退職

6 1997年度までの遺物保管状況

1998年 3月 31日 における本センターの遺物収蔵量は表 2に掲げると消りで,約30リ ットル収

納のコンテナに換算すると約2145箱である。昨年度に比較 して約11箱の増加になった。発掘調

査では福呂遺跡第 1・ 2次調査を行ってお り,福呂遺跡ではあわせて約H箱の遺物が出土 し

た。また,試掘・立会調査での出土遺物は少なく,昨年度までの収蔵量と大差ない。

遺物保管状況については,土壌資料の多 くは1997年度までに洗浄作業を進行させてお り,収

蔵庫を圧迫した状況は解消されつつある。しかし,土壊以外の遺物については今後の整理分析

作業により最終的な収納形態を整えるうえ,発掘調査が毎年行われてお り,箱数は増加するこ

とが見込まれる。これらは年々確実に増加し続けてお り,近い将来収納容量を超えることが予

想される。

7 遺物の保存処理

本センターでは1992年度から構内遺跡から出土した木製品について,PEG(ポ リエチレング

リコール)含浸による保存を行っている。第 1期保存処理は1992年 7月 から1993年 11月 まで ,

第 2期保存処理は1994年 6月 から1996隼 8月 まで行った。第 3期保存処理は1996年 12月 から開

始 し,1996年度末までに PEG濃度を25%ま で上昇させた。1997年度の濃度上昇工程は以下の

とおりである。

1997年 6月 10日  25→40% 9月 8日  40→ 50% 1998年 1月 20日  50→60%

第 2期保存処理では lヶ 月半～ 2ヶ 月毎に 5%ずつ濃度上昇を行ったが,第 3期保存処理で

は約 3ヶ 月毎に10%ずつ濃度上昇を行った。1997年度は60%ま で濃度上昇を行い,来年度に継

続することとなった。
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表 2 埋蔵文化財調査研究センター収蔵遺物概要

所属 種 類
地

調  査

区
名  称

箱   数 (1箱 :約 30¢) 備
主要時期

考
特殊遺物

文
献

総  数 土  器 石 器 木器 その他 サンフル

医病 発掘 鹿田第 1次調査 (外来診療棟) 608
ス
器
鏃

１
ラ
　
　
他

ガ
鉄
銅

弥生中期～中・近世

短甲状・櫂状木器等

C

鹿田第 2次調査 (NMR CT室 ) 3 赤生後期～中世,田 舟・木簡等

医短 鹿田第 3次調査 (校舎) 5 古代～中世 は

鹿田第 4次調査 (配管) 3 l 古代,鹿角製品

医病 鹿田第 5次調査 (管理棟) 1 亦生後期～中・近世 D

ア 鹿田第 6次調査

(ア イツトープ総合センター)

中世′青銅製椀 ④

全 津島岡大第 1次調査 (NP l) 4 4 弥生中期～古代 0

農 津島岡大第 2次調査

合併処理槽

排水管

1 4 弥生早期～弥生前期 C

学 生 津島岡大第 3次調査

(男子学生寮)

縄文後期～弥生,古代～近世

石製指輪,蛇頭状土器片

⑩

津島岡大第 4次調査

(屋内運動場)

1 1 弥生早期～弥生前期

く試掘調査遺物を含む〉

⑥

大 自 津島岡大第 5次調査

(大学院自然科学研究科棟)

2 縄文後期～弥生,古代～近世

耳栓・木製櫛 (縄文)

②

工 津島岡大第 6次調査

(生物応用工学科棟)

l 縄文後期～近世

人形木器,ア ンペラ

G

津島岡大第 7次調査

(情報工学科棟)

7 1 5 縄文後期～近世

全 津島岡大第 8次調査

(遺伝子実験施設)

1 縄文後期～近世 @

工 津島岡大第 9次調査

(生体機能応用工学科棟)

3 縄文後期～近世 ④

全 津島岡大第10次調査

(保健管理センター)

5 弥生前期～近世 ①

津島岡大第11次調査

(総合情報処理センター)

4 2 縄文後期～近世 ①

津島岡大第12次調査

(図書館)

ユ 縄文後期～近世 〇

津島岡大第13次調査

(福利厚生施設 北)

17 縄文後期・古墳前期・中世 ④

津島岡大第14次調査

(福利厚生施設 南)

1 弥生～古墳 @

津島岡大第 15次 調査

(サ テライ トベンチャービジネ

スラボラ トリー)

300 縄文後期・弥生早期～中世

アンペラ
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所属 種類
地       区
調 査 名 称

箱   数 (1箱 :約 30υ ) 備   考
主要時期・特殊遺物

文
献

総 数 土  器 石器 木器 その他 サンブル

農薬 発 掘 津島岡大第16次調査

(動物実験棟)

縄文後期・弥生～中世 @

環 津島岡大第17次調査

(環境理工学部)

1 1 縄文後期～近世

固 固体地球研究センター

(実験研究棟)

9 1 縄文早期・弥生中期・中世 ⑬

固 固体地球研究センター

(実験研究棟スロープ)

2 中世～近世

医 病 試掘 鹿 田 駐車場 1 1 弥生～中世 ⑤

生
育

学
教

津島北 男子学生寮
″  研究棟

l 縄文後期～弥生前期

大 自 ″  自然科学研究科棟 1 l 縄文後期～弥生前期 C

事 津 島 外国人宿舎 (上生) 1 l 縄文～中世 C

理 津島北 身障者用エレベーター 中 。近世

教養 津島南     ″ 縄文・中世

工 津島北 校舎 1 1 縄文～近世 Θ

農薬 津島南 動物・遺伝子実験施設 縄文～弥生,中 。近世

事 津島南 国際交流会館 中世

大 自 津島北 合併処理槽 中・近世 9

半生 津島南 学生合宿所 中世

教育 津島北 身障者用エレベーター 縄文

図 津島北 図書館 古墳～中世

半生 津島南 学生合宿所ポンプ糟 OJ 縄文～中世 @

簑生 倉 敷 資源生物科学研究所 近 世

ア 鹿 田

アイツトープ総合センター

ユ 1 中世～近世

事 津島北 福利厚生施設 弥生 ?～中世

農 津島南 動物実験施設 縄文 ?～近世 建

全 立会 '83年度 2 2 分銅形土製品 C
'84年度 1 1 翅

'85年度 ユ 1 C
'86年度 G
'87年度 C

分布 '89年度 三朝・本島 廻

全 立会 '91年度 '92年度

'93年度 '94年度 '95年度
'96年度 '97年度

⑭

Ｏ

Ｏ

＠

〇

総 箱 数 2144 4 1146 2 11

※文献番号は附表 3・ 4に対応する。文献⑩は本年報15を指す。
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10周年記念事業

8 10周年記念事業

本センターは1997年 11月 26日 をもって設置10年を経過 した。そこで10年の活動を記録し,そ

の成果を広 く普及することを目的に「今,よ みがえる古代Jと 題 して講演会 ,遺跡見学会を企

画,実施した。また,同名の冊子『今 ,よ みがえる古代』を刊行 した。ここでは講演会 ,遺跡

見学会の概要を中心にその成果を記しておきたい。

a.記念講演会

記念講演会は1997年 11月 8日 に大学院自然科学研究科棟 2階講義室で開催 した。小坂三度見

岡山大学学長の挨拶のあと,狩野久岡山大学文学部教授に「『津島』の地名の由来」,稲田孝司

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター長に「縄文人のくらし― ドングリ穴と落とし穴―」と題

して講演していただいた。

br遺跡見学会

遺跡見学会は記念講演会終了後 ,午

後 1時に岡山大学学生会館を出発 し

た。見学コースは大学北側の半田山山

塊にひろがる古墳・城跡をめぐるコー

スと,大学南側の弥生・古墳時代の遺

跡をめ ぐるコースの 2班に分かれて

行った (図 20)。 参加者は各 コースと

も24～25名 あり,学内関係者の参加も

多 くみられた。各コースともセンケー

都月坂墳墓
・古墳群

神宮寺山古墳

0              1km

ー図20 遺跡見学会のコース

助手が案内し,岡山大学構内遺跡と大学周辺に広がる遺跡との関係を説明した。

記念講演会 ,遺跡見学会とも大変好評であった。このような普及活動を継続的に行 うことに

よって,埋蔵文化財調査研究センターの業務や研究成果を学内外の多 くの人に知ってもらう機

会を設け,今後のセンターの業務の幅を広げていく必要がある。

9 資料の貸 し出し

岡山県立博物館 新発見考古速報展『吉備 大地からのメッセージ』

貸し出し資料名

木製短甲 1,木製楯 1,耳栓 2,石製指輪 1,櫛 1,石包丁 1,縄文土器

滓一括 ,炉 1,写真原版 4

(野崎)
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岡山大学構内埋蔵文化財保護対策要項

第 3章 岡山大学構 内埋蔵文化財保護対策要頂

第 1節 岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの内部規程

1 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程

(設 置)

第 1条 岡山大学 (以下「本学」という。)に岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センターJと

いう。)を置く。

(目 的)

第 2条 センターは,本学の敷地内の埋蔵文化財について,次の各号に掲げる業務を行い,も って埋蔵文

化財の保護をはかることを目的とする。

一 埋蔵文化財の発掘調査に関すること。

二 発掘された埋蔵文化財の整理及び保存に関すること。

三 埋蔵文化財の発掘調査報告書の作成等に関すること。

四 その他埋蔵文化財の保護に関する重要な事項

(自 己評価)

第 2条の2 センターは,岡山大学学貝U(昭和26年岡山大学規程第32号)第 1条の2の定めるところによ

り,セ ンターの係る点検及び評価 (以下「自己評価」という。)を行うものとする。

2 前項の自己評価を行うため,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価委員会 (以下「自己評価

委員会Jと いう。)を置く。

3 自己評価委員会に関する規程は,別に定める。

附 則

この規程は,平成 5年 2月 25日 から施行する。

○岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの研究活動等についての点検及び評価を行うこととするため。

(セ ンター長)

第 3条 センターにはセンター長を置く。

2 センパー長は,専門的知識を有する本学の教授の中から学長が命ずる。

3 センター長は,セ ンターに関する業務を掌理する。

4 センター長の任期は,2年とし,再任を妨げない。

(調査研究室)

第 4条 センターにセンターの業務を処理するため調査研究室を置く。

2 調査研究室に室長,調査研究員及びその他必要な職員を置く。

3 室長は,専門的知識を有する本学の教官の内から学長が命ずる。

4 室長は,セ ンター長の命を受け,セ ンターの業務を処理する。

5 室長の任期は,2年 とし,再任を妨げない。

6 調査研究員及びその他の職員は,上司の命を受け,セ ンターの業務に従事する。

(調査研究専門委員)

第 5条 センターに,セ ンパーの業務のうち特に専門的な事項についての調査研究の推進を図るため,調

査研究専門委員 (以下「専門委員」という。)を置く。

2 専門委員は,本学の教官の内から学長が命ずる。

3 専門委員の任期は, 2年とし,再任を妨げない。
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(管理委員会)

第 6条 本学に,セ ンターの管理運営の基本方針を審議するため,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

管理委員会 (以下「管理委員会」という。)を置く。

2 管理委員会に関する規程は,別に定める。

(運営委員会)

第 7条 センターに,セ ンターの運営に関する具体的な事項を審議するため,岡山大学埋蔵文化財調査研

究センター運営委員会 (以下「運営委員会」という。)を置く。

2 運営委員会に関する規程は,別に定める。

(事 務)

第 8条 センターの事務は,施設部企画課において処理する。

(雑 則)

第 9条 この規程に定めるもののほか,セ ンターに関し必要な事項は,学長が別に定める。

附 則

1 この規程は,昭和62年■月26日 から施行する。

2 この規程施行後最初に任命されるセンター長,室長及び専門委員の任期は,第 3条第 4項 ,第 4条第

5項及び第 5条第 3項の規定にかかわらず,昭和64年 3月 31日 までとする。

○設定理由

岡山大学の敷地内の埋蔵文化財の発掘調査などの業務を行い,も って埋蔵文化財の保護を図るため,学

内施設として,新たに岡山大学埋蔵文化財調査斬究センターを設置すること及びその組織等必要な事項に

ついて定めるため。

2 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター管理委員会規程

(趣 旨)

第 1条 この規程は,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程 (昭和62年岡山大学規定第48号)第 6条

第 2項の規定に基づき,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター管理委員会 (以下 「管理委員会」 とい

う。)に関し,必要な事項を定めるものとする。

(審議事項)

第 2条 管理委員会は,岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの管理運営の基本方針その他重要な事項を

審議する。

(組 織)

第 3条 管理委員会は,次の各号に掲げる委員で組織する。

一 学長

二 各学部及び教養部長

三 自然科学研究科長

四 資源生物研究所長

五 附属図書館長

六 各附属病院長

七 地球内部研究センター長

入 学生部長

九 医療技術短期大学部主事

十 事務局長
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十一 埋蔵文化財調査研究センター長

(委員長)

第 4条 管理委員会に委員長を置き,学長をもって充てる。

2 委員長は,管理委員会を召集し,その議長となる。

3 委員長に事故があるときは,委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

(委員以外の者の出席)

第 5条 委員長が必要と認めたときは,委員以外の者の出席を求め,その意見を聞くことができる。

(幹 事)

第 6条 管理委員会に幹事を置き,庶務部長,経理部長及び施設部長をもって充てる。

(庶 務)

第 7条 管理委員会の庶務は,施設部企画課において処理する。

附 則

この規程は,昭和62年■月26日 から施行する。

○設定理由

岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの管理運営の基本方針等を審議するためにおく岡山大学埋蔵文化

財調査研究センター管理委員会に関し,必要な事項を定めるため。

3 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会規程

(趣 旨)

第 1条 この規程は,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程 (昭和62年岡山大学規定第48号)第 7条

第 2項に基づき,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会 (以下「運営委員会」という。)に関

し,必要な事項を定めるものとする。

(審議事項)

第 2条 運営委員会は,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センターJと いう。)の運営に関す

る具体的な事項を審議する。

(組 織)

第 3条 運営委員会は,次の号に掲げる委員で組織する。

一 埋蔵文化財調査研究センパー長 (以下「センター長」という。)

三 本学の教授のうちから学長が命じた者若千名

三 センターの調査研究専門委員から学長が命じた者 1人

四 センターの調査研究室長

五 施設部長

2 前項第 2号の任期は, 1年 とし,再任を妨げない。

(委員長)

第 4条 運営委員会に委員長を置き,セ ンター長をもって充てる。

2 委員長は,運営委員会を召集し,その議長となる。

3 委員長に事故があるときは,委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

(委員以外の者の出席)

第 5条 委員長が必要と認めたときは,委員以外の者の出席を求め,その意見を聞くことができる。

(庶 務)

第 6条 運営委員会の庶務は,施設部企画課において処理する。
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岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの内部規程

附 則

1 この規程は,昭和62年■月26日 から施行する。

2 この規程施行後最初に任命される第 3条第 1頂第 2号の委員の任期は,同条第 2項の規定にかかわら

ず,昭和64年 3月 31日 までとする。

○設定理由

岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの運営に関する具体的な事項を審議するためにおく岡山大学埋蔵

文化財調査研究センター運営委員会に関し,必要な事項を定めるため。

4 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 自己評価委員会規程

(趣 旨)

第 1条 この規程は,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程 (昭和62年岡山大学規程第48号)第 2条

の 2第 3項の規定に基づき,岡山埋蔵文化財調査研究センター自己評価委員会 (以下「委員会」とい

う。)の組織及び運営に関し,必要な事項を定めるものとする。

(審議事項)

第 2条 委員会は,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センターJと いう。)に係る点検及び評

価の実施に関し,必要な事項を審議する。

(組 織)

第 3条 委員会は次の各号に掲げる者で組織する。

一 埋蔵文化財調査研究センター長 (以下「センター長Jと いう。)

三 埋蔵文化財調査研究センター調査研究室長

三 センターに勤務する教官のうちから若干名

四 埋蔵文化財調査研究センター運営委員会委員のうちからセンター長が委嘱した者若干名

五 施設部長

2 前項に定める委員のほか,セ ンター長が必要と認めた者を加えることができる。

(委員長)

第 4条 委員会に委員長を置き,セ ンター長をもって充てる。

(会 議)

第 5条 委員長は委員会を招集し,その議長となる。

2 委員長に事故があるときは,委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。

(庶 務)

第 6条 委員会の庶務は,施設部企画課において処理する。

(雑 則)

第 7条  この規程に定めるもののほか,委員会に関し必要な事項は,別に定める。

附 則

この規程は,平成 5年 2月 25日 から施行する。

○設定理由

岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの研究活動等についての点検及び評価の実施に関する必要な事項

を審議するために置く岡山大学埋蔵文化財調査研究センケー自己評価委員会について,必要な事項を定め

るため。
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岡山大学構内埋蔵文化財保護対策要項

第 2節

1 センター組織一覧

〈学

1997年度埋蔵文化財調査研究センター組織

長〉小坂 三度見

(併 。文学部教授)稲田 孝司

く調査研究専門委員〉

千葉 蕎三 (農学部教授)

2 管理委員会

委 員

学  長

文学部長

教育学部長

法学部長

経済学部長

理学部長

医学部長

歯学部長

薬学部長

小坂 三度見

成田 常雄

松畑 熙一

植松 秀雄

坂本 忠次

佐藤 公行

産賀 敏彦

松村 智弘

篠田 純男

く調査研究室長〉……… (併・文学部助教授)新納 泉

|

く調査研究員〉……・ (専 。文学部助手) 岩崎 志録

小林 青樹

野崎 貴博

山本 悦世

横田 美香

(技術補佐員)   杉山 千恵

く室内作業員〉………………………………………宇藤 桜子 ,井 口三智子 ,

片山 純子 ,黒藪 美代子

文化科学研究科長

自然科学研究科長

資源生物科学研究所長

附属図書館長

医学部附属病院長

歯学部附属病院長

固体地球研究センター長

医療技術短期大学部長

学生部長
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岩間 一雄

岩見 基弘

青山  勲

神立 春樹

大森 弘之

村山 洋二

久城 育夫

遠藤  浩

伊澤 秀而

運営委員会



1997年度埋蔵文化財調査研究センター組織

工学部長    中島 利勝

農学部長    内田 仙二

環境理工学部長 河野 伊一郎

幹 事

庶務部長    厚谷 彰雄

施設部長    井内 敏雄

審議事項

事務局長 藤井  武

埋蔵文化財調査研究センター長 稲田 孝司

経理部長 黄楊川英了

1997年 5月 28日  平成 8年度埋蔵文化財調査研究センター決算について

平成 9年度埋蔵文化財調査研究センター予算について

1998年 1月 28日  平成11年度概算要求事項について

岡山大学総合研究博物館構想について

平成 9年度発掘調査の実施について

3 運営委員会

委 員

センター長  稲田 孝司 医学部教授         村上 宅郎

文学部教授  狩野  久 農学部教授         千葉 喬三 (調査研究専門委員)

理学部教授  柴田 次夫 事務局           井内 敏雄 (施設部長)

経済学部教授 建部 和広 埋蔵文化財調査研究センター 新納  泉 (調査研究室長)

審議事項

1997年 4月 21日 平成 8年度埋蔵文化財調査研究センター決算について

平成 9年度埋蔵文化財調査研究センター予算案について

1998年 1月 7日 平成11年度目立学校施設整備費概算要求事業表 (案)について

岡山大学総合研究博物館構想について

医学部校舎新営に伴 う埋蔵文化財発掘調査の実施について

固体地球研究センター実験研究棟新営に伴 う埋蔵文化財発掘調査結果につ

い ¬〔
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1997年度活動のまとめ

第 4章 1997年度活動のまとめ

本年度は稲田孝司センター長以下,年度当初は助手 5名 ,技術補佐員 1名 の業務体制で構内

遺跡の調査及び整理分析作業を行った。 5月 からは助手 1名が特別休暇・育児休業をとり,助

手 4名 ,技術補佐員 1名 の体制となった。今年度は年度当初には調査が予定されていなかった

が,5月 に三朝地区固体地球研究センター実験研究棟新営工事において遺跡を不時発見するに

至 り,急邊発掘調査を行った (福 呂遺跡第 1次調査)。 実験研究棟新営工事は既に着工 してお

り,周辺の調査は工事工程にあわせて 7,11,12月 に行った (福 呂遺跡第 2次調査 )。 また,年

度後半になって医学部基礎医学棟新営工事が着工されることとなり,1998年 2月 から調査を開

始した (鹿田遺跡第 7次調査 )。 鹿田遺跡第 7次調査は1998年 度も調査を継続している。

福呂遺跡第 1次調査は,工事範囲の半分が既に破壊された状況であったが,工事による掘削

を免れた部分と第 2次調査地点では遺構・包含層が良好に残存 していた。包含層は古代～中

世,弥生,縄文の 3層を確認し,各層で濤 ,ピ ット群 ,大形土坑,埋設土器 ,炉跡などの遺構

を検出した。これまでの分布調査では丘陵上に古墳数基を確認 しているが,縄文早期 ,弥生 ,

古代・中世の遺構は確認 していない。縄文土器は九州に分布の中心がある土器であり,縄文時

代の交流を考えるうえで重要な資料である。また,古代 。中世の遺構が良好な状態で検出され

たことは,三朝町に所在する三徳山三仏寺との関係を考えるうえで重要である。今回の調査は

三朝町の地域史を考えるうえでも重要な資料を提供したといえよう。鹿田遺跡第 7次調査は

1997年度末から調査に着手 し,近世の構と畦畔を検出した。明確な水田遺構は鹿田地区では各

時期を通して初めて検出されたものである。今後の調査でも重要な知見が得られるものと期待

される。

室内の整理作業の成果としては,『津島岡大遺跡』 9,『津島岡大遺跡』10の 2冊の報告書の

刊行がある。工学部生体機能応用工学科棟の調査 (1992年度)と ,福利厚生施設南棟の調査

(1995年度)の成果をまとめたものである。定期刊行物では構内遺跡調査研究年報 14,セ ン

ター報18。 19号を刊行 した。

本年度は本センター設置10周年にあた り,記念事業として講演会・遺跡見学会を行い,10年

の活動をまとめた『今 ,よ みがえる古代』を刊行した。講演会,遺跡見学会とも多 くの参加者

があり,セ ンターの活動を広 く周知するとともに理解を深めることができたと思われる。

本年度は発掘 3件 (内 1件は1998年度に継続),試掘 2件の調査を実施し,2冊の報告書を刊

行したうえ,10周年記念事業を行 うなど,その活動成果は充実していた。また,保存処理作業

など,かねてからの懸案事項も解消しつつある。今後も学内外を問わず調査成果の公開など普

及・啓豪活動を続け,埋蔵文化財に対する更なる理解の深化をはかる必要がある。 (野崎)
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